
 

平成23年10月期 決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成23年12月13日 

 
上 場 会 社 名 イハラケミカル工業株式会社 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 4989 ＵＲＬ http://www.iharachem.co.jp 
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 望月 信彦   
問合せ先責任者 (役職名) 取締役人事総務部長 (氏名) 丸山 春樹 ＴＥＬ (03)3822-5223  
定時株主総会開催予定日 平成24年１月24日 配当支払開始予定日 平成24年１月25日 
有価証券報告書提出予定日 平成24年１月25日   
決算補足説明資料作成の有無 ：無   
決算説明会開催の有無 ：無  
 

（百万円未満切捨て） 

１．23年10月期の連結業績（平成22年11月１日～平成23年10月31日） 
(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期 25,713 13.0 2,323 29.7 2,705 34.2 1,548 19.6
22年10月期 22,758 5.8 1,790 99.9 2,015 79.5 1,294 246.9

（注）包括利益    23年10月期 1,871百万円（28.3％） 22年10月期 1,458百万円（214.1％） 

 

 １株当たり当期純利益 
潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年10月期 34 34 － 5.1 6.2 9.0
22年10月期 28 70 － 4.4 4.7 7.9

（参考）持分法投資損益 23年10月期 176百万円 22年10月期 108百万円 
 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期 44,289 34,032 69.7 684 69
22年10月期 42,847 32,419 68.7 652 70

（参考）自己資本    23年10月期 30,884百万円 22年10月期 29,439百万円 
 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

23年10月期 3,279 △1,180 △569 8,276
22年10月期 4,075 △1,818 △569 6,751

 
２．配当の状況 
 

 年間配当金 配当金総額 

(合計) 

配当性向 

(連結) 

純資産配当率

(連結)  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年10月期 － － － 5.00 5.00 225 17.4 0.8
23年10月期 － － － 5.00 5.00 225 14.6 0.7
24年10月期 
(予想) 

－ － － 5.00 5.00       － 

 
３．24年10月期の連結業績予想（平成23年11月１日～平成24年10月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
（累計） 

13,500 4.4 1,700 △15.8 1,900 △14.5 1,150 △15.9 25 49

通期 28,500 10.8 2,300 △1.0 2,550 △5.8 1,550 0.1 34 36
 



４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 
 新規 － 社（社名  ） 除外 － 社（社名  ）
  

  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 
 ② ①以外の変更 ： 無 
  

(3) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年10月期 51,849,917株 22年10月期 51,849,917株
 ② 期末自己株式数 23年10月期 6,742,948株 22年10月期 6,745,789株
 ③ 期中平均株式数 23年10月期 45,097,628株 22年10月期 45,110,196株
 
 
（参考）個別業績の概要 
 
1.23年10月期の個別業績（平成22年11月１日～平成23年10月31日） 
 (1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期 18,878 15.1 1,604 33.0 1,889 38.9 1,384 32.8
22年10月期 16,402 1.2 1,206 125.2 1,360 81.0 1,043 308.9

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

 円 銭 円 銭

23年10月期 30 66 －
22年10月期 23 09 －

 
(2) 個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期 32,318 26,065 80.7 577 11
22年10月期 30,270 24,770 81.8 548 34

（参考） 自己資本    23年10月期 26,065百万円 22年10月期 24,770百万円 
 
２．24年10月期の個別業績予想（平成23年11月１日～平成24年10月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
（累計） 

8,500 △11.7 1,150 △25.6 1,300 △24.4 850 △28.7 18 82

通     期 18,400 △2.5 1,600 △0.3 1,800 △4.7 1,200 △13.3 26 57
 
※監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、
金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については2ペー
ジ「1.経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

①当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界経済の回復を背景に輸出や生産が増加基調となるな

ど持ち直しに向かっていました。しかしながら、3月11日に発生した東日本大震災の甚大な被害と

長引く原子力災害による影響、更には欧州の財政問題に端を発した金融資本市場の動揺と欧米の

景気下振れ懸念など依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

化学業界は、震災の復興需要などにより回復する傾向が見られましたが、急激な円高の進展もあ

り予断を許さない事業環境が続きました。 

農薬業界をとりまく状勢は、海外においては、世界人口の増加、新興国の所得水準の向上等に伴

い穀物需要が増大しましたが、国内においては東日本大震災による塩害や原子力災害による風評

被害など農作物の作付面積に影響が及びました。 

このような状況のもと、当社グループといたしましては、安定的な生産を維持するとともに中期

的視点に立った投資計画の策定、新製品調達手段の最適化と顧客への能動的活動の徹底による競

争力の確保、効率的生産と改善によるコストダウン等収益改善に努めました。 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比13.0％増の257億1千3百万円となり

ました。 

収益面では、農薬事業の主力原体の需要増やコストダウンにより経常利益は、前連結会計年度比

34.2％増の27億5百万円となりました。当期純利益は、前連結会計年度比19.6％増の15億4千8百万

円となりました。 

 

②セグメント別の概況 

農薬事業 

除草剤、殺菌剤、その他、農薬原料を主とした農薬事業につきましては、国内用の水稲用除草

剤・水稲用殺菌剤の減少はありましたが、輸出の棉花用除草剤、畑作用除草剤の増加、新規除草

剤等により、当事業の売上高は136億7千9百万円、セグメント利益は22億7千5百万円となりました。 

 

化成品事業 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主とした化成品事業につきましては、ト

ルエン系化学品有機中間体及びアミン類の減少はありましたが、キシレン系化学品有機中間体及

び医薬中間体の増加により、当事業の売上高は110億6千3百万円、セグメント利益は8億7千1百万

円となりました。 

 

③次期の見通し 

先行きのわが国経済は、震災の復興需要と堅調な新興国経済などを背景として持ち直しの動きが

続くものとみられますが、欧米を中心とした景気下振れ懸念と急速な円高など不確実な要素も払

拭できない状況にあります。 

かかる状況下で、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分に反映し

た調達・投資方法の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、既存製品及

び本格上市となる新製品の採算性を強く意識した取組みを実施するとともに、顧客価値実現に向

けた能動的な取り組みの推進強化に向け、不断の努力を重ねてまいる所存でございます。 

次期の連結業績予想につきましては、売上高285億円、営業利益23億円、経常利益25億５千万円、
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３．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社は、「人と自然のニーズに応え、新しい価値の創造を通じ、豊かな人間社会の実現に貢献する。」を経

営理念とし、メーカーとして社会に有益な製品を開発・生産し、これを供給することを通じて社会貢献でき

るよう努めております。 

当社は、長年培ってきた有機合成技術を基にグローバルな市場を対象に農薬原体、医・農薬中間体及びアミ

ン類を中心とした事業を展開し、高収益企業グループを目指してまいります。 

 

(2)目標とする経営指標 

当グループは、安定かつ効率的な企業成長を目指し、収益性を重視した経営を行っております。具体的には、

売上高営業利益率及び総資本営業利益率を経営の重要な指標と位置づけて、今後も企業価値の向上に努めて

まいります。 

 

（3）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

当社は、中期経営計画「～Proactive Approaches toward Customers' Functions～ 顧客価値実現に向けた

能動的取り組み」を策定し、調達手段最適化と顧客に対する「能動的活動」の徹底により、持続する競争力

優位確保のための「独自ビジネスモデル」を確立して利益最大化を図るべく、以下に示す基本方針を掲げて

取り組んでおります。 

 

1．「自らチャレンジする企業風土」を醸成し、環境変化に応じたスピーディーな対処により、常に業績

拡大が期待できる事業体質を構築する。 

2．今後上市が計画されている複数の新規農薬原体の安価・安定的な生産・調達体制を確立する。 

3．外部調達の更なる深耕を目指し、そのリスク管理と技術指導・品質保証体制を盛り込んだ「調達戦略」

を構築し、製品の最適条件での調達を実現して「利益最大化」を図る。 

4．経営基盤強化のため、内部統制の充実とコンプライアンスの推進を図るとともに、事業継続計画の策

定により、リスクマネジメントを徹底する。 

 

中期経営計画の最終年となる来期は、グループ各社独自技術の深耕とグループ内資源の有効活用はもとより、

「調達戦略」の深耕を土台とした顧客価値実現に向けた能動的取り組みの推進強化、とりわけ中国において

は、合弁会社「上海群力化工有限公司」を活用するなど外部調達のより一層の推進と、同社を基盤とした中

国市場への着実な深耕により、利益最大化を目指した積極的なチャレンジを進めて参ります。 

また、社会から信頼される企業グループを目指して、安全の徹底と品質の高度化を推進するとともに、環境

に配慮した企業活動を展開してまいります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,856 7,381

受取手形及び売掛金 7,116 6,987

有価証券 1,498 1,498

商品及び製品 4,409 4,104

仕掛品 1,937 1,676

原材料及び貯蔵品 1,208 1,610

繰延税金資産 386 437

その他 512 487

貸倒引当金 △0 △2

流動資産合計 22,926 24,181

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,531 10,755

機械装置及び運搬具 30,335 31,033

工具、器具及び備品 2,194 2,286

土地 3,761 3,730

建設仮勘定 1 1

その他 5 28

減価償却累計額 △36,782 △37,733

有形固定資産合計 10,047 10,101

無形固定資産 50 47

投資その他の資産   

投資有価証券 8,630 8,789

繰延税金資産 441 466

その他 767 717

貸倒引当金 △16 △15

投資その他の資産合計 9,822 9,959

固定資産合計 19,920 20,107

資産合計 42,847 44,289

イハラケミカル工業㈱（4989）平成23年10月期決算短信

8



(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,510 3,206

短期借入金 1,180 870

未払法人税等 752 669

賞与引当金 400 420

設備関係支払手形 528 892

その他 1,690 1,622

流動負債合計 8,063 7,681

固定負債   

退職給付引当金 1,298 1,394

役員退職慰労引当金 377 394

繰延税金負債 658 738

その他 29 48

固定負債合計 2,364 2,575

負債合計 10,428 10,256

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,764 2,764

資本剰余金 5,147 5,147

利益剰余金 21,937 23,260

自己株式 △1,634 △1,635

株主資本合計 28,214 29,536

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,394 1,530

為替換算調整勘定 △169 △183

その他の包括利益累計額合計 1,224 1,347

少数株主持分 2,979 3,148

純資産合計 32,419 34,032

負債純資産合計 42,847 44,289
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高 22,758 25,713

売上原価 16,633 18,809

売上総利益 6,124 6,903

販売費及び一般管理費 4,334 4,580

営業利益 1,790 2,323

営業外収益   

受取利息 25 19

受取配当金 82 125

受取賃貸料 42 49

持分法による投資利益 108 176

雑収入 79 54

営業外収益合計 338 425

営業外費用   

支払利息 13 12

為替差損 33 27

休止設備関連費用 57 －

雑損失 8 2

営業外費用合計 113 43

経常利益 2,015 2,705

特別利益   

投資有価証券売却益 － 195

保険差益 － 83

固定資産売却益 － 1

知的財産権譲渡益 331 －

受取補償金 96 －

受取保険金 38 －

特別利益合計 466 280

特別損失   

投資有価証券売却損 － 135

固定資産除却損 183 95

災害関連損失 － 19

訴訟関連損失 79 －

特別損失合計 263 250

税金等調整前当期純利益 2,218 2,735

法人税、住民税及び事業税 833 1,069

法人税等調整額 △72 △84

法人税等合計 760 985

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,750

少数株主利益 163 201

当期純利益 1,294 1,548
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連結包括利益計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,750

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 134

持分法適用会社に対する持分相当額 － △13

その他の包括利益合計 － 121

包括利益 － 1,871

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 1,671

少数株主に係る包括利益 － 199
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,764 2,764

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,764 2,764

資本剰余金   

前期末残高 5,147 5,147

当期変動額   

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 － 0

当期末残高 5,147 5,147

利益剰余金   

前期末残高 20,848 21,937

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,294 1,548

持分法の適用範囲の変動 19 －

当期変動額合計 1,088 1,322

当期末残高 21,937 23,260

自己株式   

前期末残高 △1,631 △1,634

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

－ 1

当期変動額合計 △3 △0

当期末残高 △1,634 △1,635

株主資本合計   

前期末残高 27,130 28,214

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,294 1,548

持分法の適用範囲の変動 19 －

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

－ 1

当期変動額合計 1,084 1,322

当期末残高 28,214 29,536
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 1,948 1,394

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △554 136

当期変動額合計 △554 136

当期末残高 1,394 1,530

為替換算調整勘定   

前期末残高 △127 △169

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △42 △13

当期変動額合計 △42 △13

当期末残高 △169 △183

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 1,821 1,224

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △597 122

当期変動額合計 △597 122

当期末残高 1,224 1,347

少数株主持分   

前期末残高 2,846 2,979

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 133 168

当期変動額合計 133 168

当期末残高 2,979 3,148

純資産合計   

前期末残高 31,798 32,419

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,294 1,548

持分法の適用範囲の変動 19 －

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自己
株式の増減

－ 1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △464 291

当期変動額合計 620 1,613

当期末残高 32,419 34,032
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,218 2,735

減価償却費 1,667 1,735

退職給付引当金の増減額（△は減少） 126 95

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 43 16

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 19

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 0

受取利息及び受取配当金 △107 △144

支払利息 13 12

持分法による投資損益（△は益） △108 △176

固定資産除却損 183 95

投資有価証券売却損益（△は益） － △59

知的財産権譲渡益 △331 －

売上債権の増減額（△は増加） △885 129

たな卸資産の増減額（△は増加） 398 163

前払年金費用の増減額（△は増加） △10 2

仕入債務の増減額（△は減少） 536 △303

その他 178 △80

小計 3,949 4,243

利息及び配当金の受取額 120 200

利息の支払額 △13 △12

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 19 △1,151

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,075 3,279

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 170 350

定期預金の預入による支出 △240 △350

有価証券の償還による収入 546 400

有形固定資産の売却による収入 － 33

有形固定資産の取得による支出 △1,910 △1,431

無形固定資産の取得による支出 △18 △14

投資有価証券の売却による収入 － 263

投資有価証券の取得による支出 △697 △431

知的財産権の譲渡による収入 331 －

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,818 △1,180

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △310 △310

自己株式の取得による支出 △3 △2

配当金の支払額 △224 △224

少数株主への配当金の支払額 △30 △30

その他 △0 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △569 △569

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,669 1,525

現金及び現金同等物の期首残高 5,081 6,751

現金及び現金同等物の期末残高 6,751 8,276
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

１ 連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数・・・・・・・・・３社 

連結子会社の名称・・・・・・・・イハラニッケイ化学工業㈱ 
ネップ㈱ 
ケイ・アイ化成㈱ 

なお、非連結子会社のイハラサービス㈱は、総資産、売上高、当

期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等から

みて、いずれも小規模であり、全体としても連結財務諸表に重要な

影響を及ぼしておりません。 

２ 持分法の適用に関する事項 

持分法適用会社の数・・・・・・・５社 

持分法適用会社の名称・・・・・・イハラサービス㈱ 
ケイ・アイケミカルU.S.A.Inc. 
イハラ建成工業㈱ 
アイシーケイ㈱ 
ケイ・アイケミカルヨーロッパS.A. 

なお、持分法の適用から除外した関連会社(ケイアイ情報システ

ム㈱他２社)は、それぞれ当期純損益(持分に見合う額)および利益剰

余金(持分に見合う額)等に及ぼす影響は軽微であり、かつ全体とし

ても重要性はありません。 

 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

 

４ 会計処理基準に関する事項 

①重要な資産の評価基準及び評価方法 

イ 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定) 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

 

ロ たな卸資産 

主として総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法) 

 

②重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法。ただし、平成10年4月1日以降に取得して建物(建物附属設備は除く)は定額法。 

 なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。 
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ロ 無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法。 

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(5年)に基づく
定額法。 

 

ハ リース資産 

(ⅰ)所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。 

 

(ⅱ)所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 
 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年10
月31日以前のものについては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。 

 

③重要な引当金の計上基準 

イ 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

ロ 賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため賞与支給見込額の当連結会計年度負担額を基準として計上し

ております。 

 

ハ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しております。 
 なお、会計基準変更時差異については、15年による均等額を費用処理しております。 
 数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)によ

る定率法により発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。 
 過去勤務債務は、その発生時に一括費用処理することとしております。 

 

ニ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上してお

ります。 

 

④重要なヘッジ会計の方法 

イ ヘッジ会計の方法 

為替変動リスクのヘッジについては振当処理によっております。 

 

ロ ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…為替予約 

ヘッジ対象…外貨建金銭債権および債務 
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ハ ヘッジ方針 

社内規程に基づき、為替変動リスクをヘッジしております。(なお主要なリスクである輸出入

取引による外貨建金銭債権及び債務の為替変動リスクに関しては原則として100％をヘッジする

方針であります。) 

 

ニ ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ要件を満たしたヘッジ手段のみ契約しており、ヘッジ有効性は保たれております。 

 

⑤連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

 

⑥その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

会計方針の変更 

当連結会計年度 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

（資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

当該変更による損益への影響はありません。 

 

表示方法の変更 

当連結会計年度 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

（連結損益計算書関係） 

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

く財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）を適用し、「少数株主損

益調整前当期純利益」の科目で表示しております。 

 

追加情報 

当連結会計年度 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

（包括利益の表示に関する会計基準の適用） 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を記載しております。 
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(8) 連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

当連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

１ 担保に供している資産並びに担保付債務は次のと
おりであります。 

 
工場財団担保に供している資産 

建物及び構築物 95百万円
機械装置 75百万円
土地 674百万円
合計 845百万円

上記物件に対応する債務 
短期借入金 100百万円
合計 100百万円

２ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと
おりであります。 
投資有価証券（株式） 2,910百万円
投資その他の資産（出資金） 323百万円

  
 

 

（連結包括利益計算書関係） 

当連結会計年度（自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日） 

 1 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 
 

 親会社株主に係る包括利益 697百万円
 少数株主に係る包括利益 163百万円
計 861百万円

 

 2 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 
 

その他有価証券評価差額金 △554百万円
持分法適用会社に対する持分相当額 △42百万円
計 △597百万円

 

（連結株主資本等変動計算書関係） 

当連結会計年度（自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 
前連結会計年度末 

(千株) 

増加 

(千株) 

減少 

(千株) 

当連結会計年度末 

(千株) 

発行済株式   

 普通株式 
51,849 － － 51,849

自己株式 

 普通株式 
6,745 14 17 6,742

(注)1. 増加数の内訳は、次の通りです。 

単元未満株式の買取請求による増加 ９千株

持分法適用会社の持分比率変動により増加した自己株式

（当社株式）の当社帰属分 
５千株

 

2. 減少数の内訳は、次の通りです。 

持分法適用会社の持分比率変動により減少した自己株式

（当社株式）の当社帰属分 
16千株

単元未満株式の買増請求のよる減少 ０千株
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２ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成23年1月25日 
定時株主総会 

普通株式 225 5.00 平成22年10月31日 平成23年１月26日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円) 
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成24年1月24日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 225 5.00 平成23年10月31日 平成24年１月25日

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 
当連結会計年度 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲
記されている科目の金額との関係 

（平成23年10月31日現在）

現金及び預金勘定 7,381百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △200百万円

有価証券勘定 1,095百万円

現金及び現金同等物 8,276百万円
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（リース取引関係） 

 

当連結会計年度 

(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年10月31日) 

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リー

ス取引開始日が平成20年10月31日以前のリース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりその内容は次のとおりであります。 

 

リース物件の所有権が、借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

 

１ リース物件の取得価額相当額、減価償却累計

額相当額及び期末残高相当額 

 

取得価額

相当額 

(百万円)

減価償却 

累計額 

相当額 

(百万円) 

期末残高

相当額 

(百万円)

機械装置及び運

搬具 
９ ７ ２

合計 ９ ７ ２

(注)取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有

形固定資産の期末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定しております。 

 

２ 未経過リース料期末残高相当額 

1年内 １百万円

1年超 ０百万円

合計 ２百万円

 (注)未経過リース料期末残高相当額は、未経過リー

ス料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占め

る割合が低いため、支払利子込み法により算定し

ております。 

 

 

３ 支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 10百万円

減価償却費相当額 10百万円

 

４ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。 

 

 

 

（金融商品関係） 

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略しております。 
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（有価証券関係） 

当連結会計年度（平成23年10月31日） 

その他有価証券 

 種類 
連結貸借対照表 

計上額 
(百万円) 

取得原価 
(百万円) 

差額 
(百万円) 

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの 

(1)株式 3,840 1,285 2,555

(2)債券     

  国債・地方債等 1,216 1,201 14

小計 5,056 2,486 2,569

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの 

(1)株式 107 137 △30

(2)債券     

  国債・地方債等 801 803 △1

小計 908 940 △31

合計  5,965 3,427 2,538
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（退職給付関係） 

当連結会計年度（自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

１ 採用している退職給付制度の概要 

確定給付型の制度として、確定給付型企業年金制度及び退職一時金制度を設けております。 

 

 

２ 退職給付債務に関する事項 

①退職給付債務 △3,179百万円 

②年金資産 1,852百万円 

③未積立退職給付債務 △1,327百万円 

④会計基準変更時差異の未処理額 15百万円 

⑤未認識数理計算上の差異 236百万円 

⑥連結貸借対照表計上額純額 △1,076百万円 

⑦前払年金費用 318百万円 

⑧退職給付引当金 △1,394百万円 

(注)連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

 

 

３ 退職給付費用に関する事項 

①勤務費用 199百万円 

②利息費用 36百万円 

③期待運用収益 △24百万円 

④会計基準変更時差異の費用処理額 3百万円 

⑤数理計算上の差異の費用処理額 50百万円 

⑥退職給付費用 266百万円 

(注)簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は「①勤務費用」に計上しております。 

 

 

４ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

①退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 

②割引率 2.0％ 

③期待運用収益率 2.0％（確定給付型企業年金制度） 

④数理計算上の差異の処理年数 10年（発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数による定率法により、翌連結会計年度
から費用処理することとしております。） 

⑤会計基準変更時差異の処理年数 15年 

⑥過去勤務債務の額の処理年数 その発生時に一括処理することにしております。 
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（税効果会計関係） 

 

当連結会計年度 

(平成23年10月31日) 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因
別の内訳 

（百万円）

（繰延税金資産）  

  賞与引当金 167

  前渡金 136

  有価証券評価損 51

  未払事業税 54

  未払金 37

  退職給付引当金 427

  役員退職慰労引当金 157

  未実現利益 157

  その他 34

  小計 1,226

  評価性引当額 △51

  繰延税金資産合計 1,174

（繰延税金負債） 

その他有価証券評価差額金 △1,008

繰延税金負債合計 △1,008

繰延税金資産の純額 165

  

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負
担率との差異の原因となった主要な項目別の内訳 

（％）

法定実効税率 39.7

（調整）  

  交際費等永久に損金に算入されない
項目 

0.8

  受取配当金等永久に益金に算入され
ない項目 

△2.5

  住民税均等割 0.3

  持分法による投資損益 △2.6

  試験研究費等の税額控除 △3.6

  その他 3.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率 36.0
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（セグメント情報） 

（追加情報） 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成2

1年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当社グループは、有機化学工業品の製造、販売を主事業とするメーカーであり、製品及び商品の用

途別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。したがって当社グループ

は製品及び商品の用途を基礎とした事業別セグメントから構成されており「農薬事業」「化成品事

業」の２つを報告セグメントとしております。 

「農薬事業」は、農薬原体及び農薬関連剤の製造、販売を行っております。「化成品事業」は、医

薬等の有機中間体、ウレタン用架橋剤等のアミン類、防腐剤、防臭剤等の製造、販売を行っておりま

す。 

 

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産等の金額の測定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項」における記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。 

 

３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

当連結会計年度（自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結損益計
算書計上額

農薬事業 化成品事業 計 

売上高   
 

  外部顧客への売上高 13,679 11,063 24,743 969 25,713 
 

25,713

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 36 36 341 377 △377 －

計 13,679 11,100 24,780 1,311 26,091 △377 25,713

セグメント利益 2,275 871 3,146 9 3,155 △832 2,323

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売を行っております。 

2. セグメント利益調整額△832百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（関連当事者情報） 

 関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引 

（ア）法人主要株主等 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 

資本金又 

は出資金 

(百万円) 

事業の内容

議決権等 

の所有 

(被所有)割合

(％) 

関連当事者 

との関係 
取引の内容

取引金額 

(百万円） 
科目 

期末残高

(百万円)

法人
主要
株主 

クミアイ化
学工業㈱ 

東 京 都
台東区 

4,534 
農薬 

製造販売 

(被所有) 

直接14.0％ 

農薬原体等の販売

役員の兼任 
売上(注１) 9,270 売掛金 1,887

(注) １.上記の金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には、消費税等が含まれております。 

２.取引条件ないし取引条件の決定方針等 

当社の原価より算定した価格により、毎期交渉のうえ決定しております。 

 

（イ）連結財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 

資本金又 

は出資金 

(千US＄) 

事業の内容

議決権等 

の所有 

(被所有)割合

(％) 

関連当事者 

との関係 
取引の内容

取引金額 

(百万円） 
科目 

期末残高

(百万円)

関連 

会社 

ケイ・アイ
ケミカル 

U.S.A.Inc. 

米国 

ニ ュ ー
ヨ ー ク
州 

2,202 
農薬・化学品
の輸出入およ
び販売、開発

50.0％ 

原材料等の購入

製品等の販売 

役員の兼任 

売上(注１) 1,148 売掛金 489

(注) 取引条件及び取引条件の決定方針等 

１ 市場価格、総原価を勘案して、毎期価格交渉のうえ契約を締結し、取引条件を決定しております。 

２ 市場価格を勘案して、一般取引条件と同様に決定しております。 

３ 上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。 

 

 

（ウ）連結財務諸表提出会社の役員等 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 

資本金又 

は出資金 

(百万円) 

事業の内容 

又は職業 

議決権等 

の所有 

(被所有)割合

(％) 

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額 

(百万円） 
科目 

期末残高

(百万円)

役員 望月 信彦 ― ― 当社代表取締役
(被所有) 

直接0.71％
― 

関連会社株式
の売却 

(注) 
50 ― ―

(注) 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 取引金額は純資産価額法等に基づく公正な評価額に基づき決定しております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

  

１株当たり純資産額 652.70円

１株当たり当期純利益金額 28.70円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 

  

１株当たり純資産額 684.69円

１株当たり当期純利益金額 34.34円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 

(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

項目 
前連結会計年度末 
(平成22年10月31日) 

当連結会計年度末 
(平成23年10月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 32,419 34,032

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 2,979 3,148

（うち少数株主持分） （2,979） (3,148)

普通株式に係る純資産額（百万円） 29,439 30,884

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（千株） 

45,104 45,106

 

２ １株当たり当期純利益金額 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年11月１日
 至 平成22年10月31日)

当連結会計年度 
(自 平成22年11月１日
 至 平成23年10月31日)

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 1,294 1,548

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,294 1,548

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,110 45,097

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年10月31日) 

当事業年度 
(平成23年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,642 5,375

受取手形 17 14

売掛金 4,419 4,700

有価証券 1,498 1,498

商品及び製品 2,928 2,519

仕掛品 1,180 1,160

原材料及び貯蔵品 783 1,092

繰延税金資産 253 278

その他 353 318

流動資産合計 15,076 16,958

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,112 4,154

減価償却累計額 △3,109 △3,172

建物（純額） 1,002 981

構築物 2,949 2,963

減価償却累計額 △2,260 △2,346

構築物（純額） 688 616

機械及び装置 16,146 16,604

減価償却累計額 △13,839 △14,212

機械及び装置（純額） 2,306 2,391

車両運搬具 78 81

減価償却累計額 △75 △76

車両運搬具（純額） 2 4

工具、器具及び備品 1,322 1,393

減価償却累計額 △1,184 △1,229

工具、器具及び備品（純額） 137 164

土地 2,732 2,700

その他 － 6

減価償却累計額 － △0

その他（純額） － 6

有形固定資産合計 6,870 6,865

無形固定資産   

ソフトウエア 32 28

電話加入権 3 3

無形固定資産合計 36 32

投資その他の資産   

投資有価証券 5,600 5,825

関係会社株式 2,003 1,981

出資金 0 0

関係会社出資金 323 323

長期前払費用 10 10

敷金 25 25

その他 322 294

投資その他の資産合計 8,286 8,461

固定資産合計 15,193 15,359

資産合計 30,270 32,318
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年10月31日) 

当事業年度 
(平成23年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 386 375

買掛金 1,700 2,104

未払金 432 476

未払費用 18 8

未払法人税等 560 472

未払消費税等 90 －

預り金 22 11

賞与引当金 208 205

設備関係支払手形 426 688

設備関係未払金 130 269

その他 5 7

流動負債合計 3,983 4,620

固定負債   

退職給付引当金 610 641

役員退職慰労引当金 244 245

繰延税金負債 658 738

その他 1 7

固定負債合計 1,515 1,632

負債合計 5,499 6,253

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,764 2,764

資本剰余金   

資本準備金 5,147 5,147

その他資本剰余金 0 0

資本剰余金合計 5,147 5,147

利益剰余金   

利益準備金 691 691

その他利益剰余金   

研究開発積立金 3,030 3,030

別途積立金 11,060 11,060

繰越利益剰余金 2,309 3,468

利益剰余金合計 17,090 18,249

自己株式 △1,626 △1,628

株主資本合計 23,376 24,533

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,394 1,531

評価・換算差額等合計 1,394 1,531

純資産合計 24,770 26,065

負債純資産合計 30,270 32,318
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高   

製品売上高 10,681 13,390

商品売上高 5,721 5,488

売上高合計 16,402 18,878

売上原価   

製品期首たな卸高 2,869 2,375

商品期首たな卸高 576 552

当期製品仕入高 － 1,107

当期商品仕入高 5,253 4,911

当期製品製造原価 6,492 7,697

合計 15,192 16,644

他勘定振替高 28 19

製品期末たな卸高 2,375 2,115

商品期末たな卸高 552 403

売上原価合計 12,235 14,105

売上総利益 4,166 4,773

販売費及び一般管理費 2,960 3,168

営業利益 1,206 1,604

営業外収益   

受取利息 1 0

有価証券利息 23 17

受取配当金 131 218

受取賃貸料 48 51

雑収入 40 25

営業外収益合計 245 313

営業外費用   

為替差損 30 26

休止設備関連費用 57 －

雑損失 4 2

営業外費用合計 92 29

経常利益 1,360 1,889

特別利益   

投資有価証券売却益 － 195

関係会社株式売却益 － 12

保険差益 － 83

固定資産売却益 － 1

知的財産権譲渡益 331 －

受取補償金 96 －

受取保険金 38 －

特別利益合計 466 292

特別損失   

固定資産除却損 166 68

災害関連損失 － 19

訴訟関連損失 79 －

特別損失合計 246 87

税引前当期純利益 1,580 2,094

法人税、住民税及び事業税 559 746

法人税等調整額 △21 △36

法人税等合計 537 709

当期純利益 1,043 1,384
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,764 2,764

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,764 2,764

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 5,147 5,147

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,147 5,147

その他資本剰余金   

前期末残高 0 0

当期変動額   

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 － 0

当期末残高 0 0

資本剰余金合計   

前期末残高 5,147 5,147

当期変動額   

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 － 0

当期末残高 5,147 5,147

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 691 691

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 691 691

その他利益剰余金   

研究開発積立金   

前期末残高 3,030 3,030

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,030 3,030

別途積立金   

前期末残高 11,060 11,060

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 11,060 11,060

繰越利益剰余金   

前期末残高 1,491 2,309

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,043 1,384

当期変動額合計 817 1,158

当期末残高 2,309 3,468
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

利益剰余金合計   

前期末残高 16,273 17,090

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,043 1,384

当期変動額合計 817 1,158

当期末残高 17,090 18,249

自己株式   

前期末残高 △1,622 △1,626

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △3 △2

当期末残高 △1,626 △1,628

株主資本合計   

前期末残高 22,563 23,376

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,043 1,384

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 813 1,156

当期末残高 23,376 24,533

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 1,948 1,394

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △554 137

当期変動額合計 △554 137

当期末残高 1,394 1,531

評価・換算差額等合計   

前期末残高 1,948 1,394

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △554 137

当期変動額合計 △554 137

当期末残高 1,394 1,531

純資産合計   

前期末残高 24,511 24,770

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,043 1,384

自己株式の取得 △3 △2

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △554 137

当期変動額合計 259 1,294

当期末残高 24,770 26,065
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)重要な会計方針 

１. 有価証券の評価基準及び評価方法 

イ 子会社株式および関連会社株式 

移動平均法による原価法 

 

ロ その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定) 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

 

２. たな卸資産の評価基準及び評価方法 

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法） 

 

３. 固定資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産(リース資産を除く） 

定率法。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(附属設備は除く)については定額法。 

なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっており
ます。 

 
ロ 無形固定資産 

定額法。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法。 

 

ハ リース資産  

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。 

 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年10月

31日以前のものについては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採

用しております。 

 

ニ 長期前払費用 

均等償却。 

なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

 

４ 引当金の計上基準 

イ 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
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念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して

おります。 

 

ロ 賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額の当事業年度負担額を基準として計上

しております。 

 

ハ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の

見込額に基づき、計上しております。 

なお、会計基準変更時差異については、15年による均等額を費用処理しております。 

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)

による定率法により翌事業年度から費用処理することとしております。 

過去勤務債務は、その発生時に一括費用処理することとしております。 

 

ニ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末における要支給額を計

上しております。 

 

 

５ ヘッジ会計の方法 

イ ヘッジ会計の方法 

為替変動リスクのヘッジについては振当処理によっております。 

 

ロ ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…為替予約 

ヘッジ対象…外貨建金銭債権および債務 

ハ ヘッジ方針 

社内規程に基づき、為替変動リスクをヘッジしております。なお、主要なリスクである

輸出入取引による外貨建金銭債権および債務の為替変動リスクに関しては原則として

100％をヘッジする方針であります。 

ニ ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ要件を満たしたヘッジ手段のみ契約しており、ヘッジ有効性は保たれております。 

 

６ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 
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(6) 個別財務諸表に関する注記事項 

（貸借対照表関係） 

 
当事業年度 

(平成23年10月31日) 

１ 関係会社に対する資産及び負債 
売掛金 657百万円
支払手形 88百万円
買掛金 1,240百万円
未払金 42百万円
設備関係支払手形 33百万円

  

 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

当事業年度（自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

 自己株式に関する事項 

株式の種類 
前事業年度末 

(千株) 

増加 

(千株) 

減少 

(千株) 

当事業年度末 

(千株) 

  普通株式 6,676 9 0 6,684

(注)1 増加数の内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取請求による増加 9千株 

2 減少数の内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買増請求による減少 0千株 

 

６．その他 

①代表者の異動      （平成24年1月24日付） 

退任予定代表取締役  杉山 辰雄 （現 当社調達本部長兼技術本部長） 

 

②その他の役員の異動（平成24年1月24日付） 

新任取締役候補 

取締役        高橋 一  （現 当社調達本部静岡工場長） 
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